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Clinical profile of primary biliary cirrhosis
with features of autoimmune hepatitis:
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【要  旨】  
原発性胆汁性肝硬変（ P B C）に自己免疫性肝炎（ A I H）症候が併存 する
疾患群 （オーバ ーラップ） に関 し、臨床病理学 的に 検討した。 P B C 2 8 0
例 中、①ウルソデオキシコール酸 投与下で、血清アミノトランスフェラ
ーゼ 持続高値、②高 I g G 血症かつ抗核抗体または抗平滑筋抗体陽性、
③ 組 織 学 的 に 中 等 度 か ら 高 度 の i n t e r f a c e  h e p a t i t i s か l o b u l a r  
h e p a t i t i s、の①～③を満たす 2 8 例をオーバーラップとし、そのステロ
イド治療 を行った 2 0 例について検討した。 ステロイド治療は 1 5 例が
有効 、無効 は 5 例であった。多変量解析で、血清アルカリフォスファタ
ーゼ 高 値、 抗 平 滑筋 抗 体陰 性 、 P B C にお け る予 後不 良 の指 標 と いわ れ
る g p 2 1 0 抗体陽性がステロイド無効の因子であった。 ステロイド 治療
が 有効だった 1 5 例は予後 良好で、ステロイド 非投与例とステロイド無
効例 の予後は不良であった。オーバーラップ に対しては、ステロイド治
療 の有効性を速やかに予測 することが予後改善のために 重要である。  
